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１／３

鶏コクシジウム症

特徴

１） アイメリア属原虫の感染による鶏の腸炎。

２） 感染；オーシストの経口摂取による。

３） 伝搬；オーシストはヒト、動物、昆虫、風などにより運ばれる。

４） 宿主特異性；鶏以外には感染しない。

５） 症状；元気・食欲減退 → 廃絶、出血、下痢、軟便

種類

１） Eimeria tenella

病原性は強、出血便、死亡ヒナの多いのが特徴

盲腸は出血、後期には委縮、３～７週齢でブロイラーに多発

２） Eimeria maxima

病原性は強、高度感染で軟便～下痢、小腸上部～中部が膨張

灰色味を帯びる、５～７週齢でブロイラーに発生

３） Eimeria acervulina

病原性は弱、高度感染で小腸上部～中部が灰色味を帯びる

３～５週齢でブロイラーに発生

４） Eimeria necatrix

病原性は最強、粘血の排出、死亡ヒナの多いのが特徴

小腸は膨張し全域出血、後期には灰白色化

８週齢以降で種鶏に多発

５） Eimeria brunetti

病原性は中等度、発生少ない
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６） Eimeria praecox

病原性低く、産業上問題にならない

７） Eimeria mitis

同上
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２／３

発生原因

１） 原虫の性質

① オーシストは環境要因、消毒剤に対して抵抗性が強い

② 原虫の生活周期は短い（約１週間前後）

２） 鶏の飼育条件

① 平飼、密飼

② 床面の高度の湿り

３） 他病の併発

① ウイルス病（MD、IBD、IB）

② 細菌性疾病（ウェルシュ菌、大腸菌）

４） 予防剤の効力低下

① 不適当な飼料中濃度

② 耐性株の発生

免疫

１） 免疫はコクシジウム種特異的

２） 軽度感染の場合、感染の繰り返しにより免疫増強

３） 見かけ上、終生免疫

予防

１） 飼育管理

① 鶏群の導入、出荷はオールイン、オールアウト方式が原則

② オールアウト後の清掃、消毒の徹底
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③ 空舎期間の設置

④ 鶏舎間でのオーシストの移動を防ぐ処置を採る

⑤ 他病の発生防止（ワクチネーション）

２） 薬剤使用

① 予防剤（飼料添加物） ； シャトルプログラム、ローテイションで

有効な薬剤を使用

② 治療剤 ； ２または３週齢から３～５日間、約４日はなして

３～５日間
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３／３

早熟株

もっとも早く発育するコクシジウムだけを鶏で繰り返し継代し、オーシスト投与

から

糞にオーシストが出てくるまでの期間（プレパテント期）を短縮した株

特徴

① 病原性は高度に低下している

② 強毒野外株の攻撃に抵抗する免疫原性を保有する

③ 感染するオーシストの排泄は、通常の野外株に比較して約１日早い

④ オーシストの増殖性は通常より低下している

⑤ 鶏で繰り返し継代しても上記の性状は安定である

TAMワクチン現在の使用状況

無役鶏生産の手段として応用

（鶏飼料が含むことのできる抗菌性物質としてコクシジウム予防剤及び促進剤

がある。これらの添加物を使用しないで生産した鶏が無薬鶏と呼ばれている）

無薬鶏生産上の問題点

１． 飼料要求率がわずかに低下

２． ウェルシュ菌感染症（壊死性腸炎）の増加

ウェルシュ菌（Clostridium perfringens）感染症

特徴及び症状

１． C.perfringensA型菌の増殖が原因（α毒素生産）、一部C型菌（α及びβ

毒素生産）
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２． 本菌はグラム陽性大桿菌、通常、鶏の盲腸内から分離される。環境条件に

より芽胞形成し、土壌中に長期間存在する。増殖すると小腸の上部でも検

出される

３． 病害は壊死性腸炎として表現される、胆管肝炎の原因にもなる

４． 壊死性腸炎は平飼ブロイラーに多い。発生は日齢に関係しない。それぞれの

農場で好発日齢が定められている

５． コクシジウム感染、サルファ剤投与による腸内細菌叢の攪乱、飼料組成（

高蛋白）等が誘因になる。無薬鶏では、成長促進剤を削除する結果、発生

しやすくなる

６． 発病は突発性、多数の死亡鶏が発生する。症状は腸炎に特徴的な食欲

不振、活力減退、沈鬱など。死亡鶏の腸はガスが充満して膨張、腸粘膜が

壊死して擬膜形成、又は脱落して腸壁が薄くなる。腸粘膜、絨毛の周縁に

多数の大桿菌が認められる

７． 本菌に対しては多種の抗生物質が有効（ペニシリン、アンビシリン、エリス

ロ

マイシン他）、通常２～３日間の投与で病気は終息

８． 予防的には生菌剤の効果が期待されるが、確実性については不明

Bacilus toyoiおよびBacilus subtilusBNについては有効との報告あり

９． 鶏舎等の消毒は芽胞菌であることを考慮。手指、器具等には塩素剤、ヨー

ド剤が有効
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